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2011年 北上みちのく芸能まつり50周年

▲

次の広報発行日は３月11日(金)です ▲

２
.2
5

広
 報

№
4
8
0

①第21回が行われた昭和57
年は東北新幹線が開業した
年。北上駅内で演じた相去
鬼剣舞はひときわ目を引い
た②東北地方以外から初め
て参加した牛鬼(愛媛県宇和
島市)。一種のみこしのよう
な芸能(第23回)③諏訪神社境
内での鹿踊公演。初めて単
独公演を行った(第24回)④大
勢の観客が見守る中、行わ
れた鬼剣舞の大群舞(第25回)

　

ま
つ
り
の
内
容
が
多
方
面
に
わ
た
る

よ
う
に
な
り
、
第
21
回(

昭
和
57
年)

か

ら
ま
つ
り
を
夜
型
に
切
り
替
え
た
。
日

程
も
８
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
三
日

間
と
し
た
が
、
昭
和
49
年
に
東
北
六
大

ま
つ
り
の
指
定
を
受
け
た
も
の
の
他
県

の
ま
つ
り
と
は
日
程
が
大
き
く
違
っ
て

い
た
の
で
、
変
更
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
第
22
回
か
ら
は
日

程
を
８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
に
変
更
。

こ
れ
が
定
着
し
、
第
44
回(

平
成
17
年)

ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
か
ら

北
上
駅
前
や
商
店
街
で
の
芸
能
公
演
は

時
間
を
延
ば
し
、
常
に
民
俗
芸
能
を
鑑

賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

第
24
回
は
、
鬼
剣
舞
と
共
に
人
気

を
二
分
す
る
鹿
踊
の
単
独
公
演
を
望
む

声
が
高
ま
り
、
諏
訪
神
社
境
内
で
、
太

鼓
系
鹿
踊
の
装
束
や
演
目
な
ど
解
説
を

加
え
て
公
演
。
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
、

現
在
の
詩
歌
の
森
で
の
公
演
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

日
程
変
更
し
て
４
年
目
の
第
25
回

は
、
小
グ
ル
ー
プ
の
団
体
や
臨
時
列
車

で
訪
れ
る
観
光
客
も
多
く
な
り
、
民
俗

芸
能
を
大
切
に
守
る
ま
つ
り
の
趣
旨
が

市
外
の
人
た
ち
に
も
次
第
に
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。　
　

(

続)

芸能のまち きたかみ
50年の軌跡⑤(昭和57年～61年)

◎
参
考
資
料
…
北
上
・
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り

実
行
委
員
会
『
炎
の
伝
承
“
北
上
み
ち
の
く
芸

能
ま
つ
り
”
の
軌
跡
』(
平
成
11
年)
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